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Part3:
新しい情勢の中で中国有色金属再生業界
の対応は？
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本世紀後半以来に金属再生（銅スクラップ）産業移転の沿革
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2017年から金属類再生廃棄物政策の発展(時系列)

⚫ 第7種類（电机，电缆）：2018年四半期ごとの割当数量制，2019年1月1日から「ゼロ」
⚫ 第6種類（銅/アルミ）：2019年7月1日から規制類管理，2020年「ゼロ」？
⚫ 廃プラ/古紙：2018年1月1日から「ゼロ」

2017年7月
「輸入廃棄物管理目録の調整に関する発表」(第一版)
2017年12月31日から家庭廃棄物、廃プラスチック、古紙、繊維くずなど

2018年1月

四半期ごとの割当量に従った、金属廃棄物「第7種類廃棄物」の輸入管理

2018年3月

「原料として使用できるが、輸入が規制される固形廃棄物輸入に対する環境保
護管理基準」(GB16487-2017)
廃棄物非鉄不純管理基準が2%から1%に増加

2018年4月 中国が米国由来の全てのアルミスクラップに対して、25%の追加関税を課す

2018年4月
「輸入廃棄物管理目録の調整に関する発表」(第二版)
金属廃棄物「第7種類廃棄物」を「輸入禁止固形廃棄物目録」に2018年12月31

日より履行開始にて調整

2018年5月
CCIC North America社は営業を1か月(5月~6月)停止し、営業再開後、追加の規
制措置が加えられた。

2018年6月

「中華人民共和国国務院は公害防止戦争のため、断固として戦う」と環境保護
の包括的な強化についてコメントした。
海外廃棄物輸入の完全な禁止、密輸との厳しい戦い、かなりの範囲での固形廃
棄物輸入の種類と量の引き下げ、2020年末前までに固形廃棄物輸入ゼロ達成の
ための戦い。

2018年12月
「輸入廃棄物管理目録の調整に関する発表」(第三版)
2019年7月1日より、スチール、銅、アルミニウムおよび他の廃棄物の断片(もと
もと「第6種類廃棄物」)を規制されていない輸入品から規制されている輸入品

に調整。

2020 完全な禁止？
リサイクル銅/アルミニウムの品質基準の改正の調査、規格に準拠した銅/アルミ
ニウムのリサイクル材料が固形ではない廃棄物として調整されるという希望が
ある。つまり、これらの輸入品を通常の商品として管理することができるとい
うことである。
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2019年7月1日：第六種類廃棄物輸入の制限

⚫ 2019年1月1日～ 第7種類廃棄物は全面に輸入禁止。

⚫ 2019年7月1日～銅スクラップ等8種類の非鉄金属（第６種類：1号2号赤銅，銅屑，ゾルバ）《原材料と
して使用可能な輸入制限類固定形廃棄物》に含まれる。

✓ 業務進捗：輸入ライセンスの審査（書類提出は5月から開始）。総量に割当額管理、割当数量と管
理細則について未発表。

✓ 条件：申請企業の必要条件は加工利用企業だ。コンプラインアンス経営する。転売不可。

⚫ 2020年から，固定廃棄物の輸入禁止とともに資源類の輸入法案を執行する。資源類に含まれない銅屑を
輸入禁止の対象になる。そして「銅屑」の名目が存在しない。「銅再生資源」の名目しかない。国は固定
廃棄物から資源類に変更する基準を発表する予定だ。
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長期的には中国の銅需要は着実に増加していく

銅需要は伸び続け
るが、年間成長率
葉だんだんと減速
していく。2025年
までに約4％の銅
がアルミニウムに
取り換えると世予
測されている。

川下の主要産業はいまだ送電線
（2.7百万ｔ）及び建築物（1.6

百万ｔ）であり、そのような
「都市化」の需要は中国全体の
需要の40％を占める。

中国は依然として銅消
費量の増加余地が多く、
先進国おいて一人当た
りの銅使用量は200㎏
を超えるレベルに達し
ている。
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中国再生銅/アルミ輸入量の変化

0

100

200

300

400

500

600

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

再生銅原料実物量 再生アルミ原料実物量

2012—2018年再生金属原料輸入量（万ｔ）

2018年、再利用銅および再利用アルミ原材
料の輸入量(物理量)はそれぞれ2.3百万ｔと
1.4百万ｔであった。2017年、再利用銅の
輸入量は3.5百万ｔであり、再利用アルミ
は2.1百万ｔであった。
銅に関して、いくつかの企業は第7種類の
ものを第6種類に変更し、それらを再輸入
するため、海外に工場を建設した。第6種
類の割合は著しく増加した。
2017：第7種類 - 52%; 第6種類 - 48%

2018：第7種類 - 20%; 第6種類 - 80%

2018全体傾向：輸入品の物理量は減少し、品質は向上、

そして、金属含有量は変わらないままである。

輸入量 総合品位 金属量

2017 350万ｔ 36% 126万ｔ

2018 230万ｔ 53% 121万ｔ

2017-2018銅スクラップ輸入量/品位
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国内回収量は安定に向上し、未来の責任が重たくて道はまだ遠い
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2012-2018年国内の金属回收量（单位：万吨）
現在の国内の廃棄物リサイクルシス
テムは包括的ではない。特定の問題
には次が含まれる：

⚫ 政策面での支持が足りなく、企業

のリスクに耐える能力が低い。

⚫ 国内の銅スクラップの品質は比較

的劣っているため、短期間で銅ス

クラップ需要のギャップを埋める

ことは難しい。

⚫ 産業は低い集中率および不十分な

事業規則により散在している。

⚫ 産業の基準は不透明であり、技術

および自動化レベルは低い。

⚫ 税金問題

2018年の一般的な傾向: 国内のリサイクル流通ルートでは短期間で銅スク
ラップ輸入禁止後の空きを埋めることはできなく、精錬銅の需要がさらに拡
大している。
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輸入銅スクラップが減少、中国は輸入製錬品及び輸入カソードのニーズが増える

⚫ 2018年3月～9月、中国の精製廃棄物の価格差は長い間、

1,000RMBより下回ったままであった (通常の精錬銅と銅スク

ラップの間の違いは1,200RMB/トンであった)。企業が使用す

る銅スクラップの経済的利益は弱まり、精錬銅を消費する傾

向が強まった。加えて、国内の環境保護の締め付けおよび銅

スクラップ供給の不安定さを考慮したところ、第四半期の価

格差は拡大したにも関わらず、いくつかの企業は早い段階で

精錬銅消費に切り替えた後、銅スクラップ使用に戻ることに

は消極的である。

⚫ 銅処理部門に流入する、銅スクラップの比率は増加した。国

内の環境保護政策はますます厳しくなり、銅スクラップ精錬

は抑制され、従来の銅精錬業者はだんだんと市場から引き下

がっていった、そして一部の精錬業者は粗銅または陽極版の

使用比率を増加した。

⚫ 上記の理由により銅スクラップ金属の重量が2018年は変わら

ないままであったが、精錬銅の需要増加は銅精鉱輸入の増加

をもたらした。2018年、銅精鉱および電気銅の輸入量は対前

年比増加した。輸入量はそれぞれ総供給の76%と30%を占め

た。
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中国廃銅加工基地分布及び台州園区の再生企業近況

台州地域企業の近況

⚫ 2018年、台州地域の合計36の解体会社は1,152,398ｔ

分の第7種類の輸入許可を受け取り、その内、558,973

ｔはリサイクル銅であった。2019年の第7種類の禁止後、

台州の小規模および中規模企業のほとんどが彼らの工場を

貸す、または売ることを検討している。いくつかのより強

い大規模企業は解体能力を東南アジアおよび日本へ移行す

ることを計画しているが、ほとんどの場合は見解段階であ

り、海外プロジェクトが実地されているのは多くはない。

⚫ 一方で、いくつかの会社は国内の金属スクラップ配給セン

ター場所の設置、または他との提携により、国内の廃棄物

金属リサイクルを始めた。産業チェーン拡大を達成し、銅

スクラップ、アルミスクラップ精錬、および金属製品深加

工分野への参入するために地方自治体から変革サポートを

受けた。

浙江寧波，台州

天津静海

广东清远，佛山
广西梧州

河北保定

山东临沂，江苏望亭
河南长葛

四川成都

湖南汨罗

国内解体

輸入解体

斉合環保 山東煙台、浙江台州、香港
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日本の戦略パートナー

● 私たちの長期のビジネスパートナーの一社である鈴木商会(“SZK”)とアルミインゴット
および日本市場における他のビジネスにおいて、戦略的協力関係を形成している。

● SZKは日本の法人組織であり、日本で65年以上、アルミスクラップ、スチールスクラッ
プ、プラスチック、家庭電化製品およびELVを含むリサイクルビジネスに主に従事している。

SZKは日本の北海道において、最大のリサイクル業者の一社である。

● SZKとの協力は相互信頼および私たちの長年のビジネス関係から成り立った認識を基礎
としており、私たちのネットワークの拡大、および日本市場への参加を目的としている。こ
のことは最終的に両グループに利益をもたらすこととなる。
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● 現在、斉合環保はインドとマレーシアのパートナーとそれらの国々で、特にモー
タースクラップとミックスメタルに重点を置いた事業を開始するため、すでにJV合意
に入った。

● インドにある私たちのパートナー、Century Metal Recycling(CMR)グループはイ
ンド最大のアルミニウムと亜鉛ダイカスト合金製造者である。今日現在、CMRはイン
ドを横断する8つの製造工場を操業しており、その中には確立されたMNCとのいくつ
かの合同事業を含む。

● マレーシアにある私たちのパートナーHeng Hupグループはマレーシアの大手鉄金
属スクラップ業者であり、2017年の国内製鉄所との取引量において第1位となってお
り、マレーシア内において、広範囲の供給ネットワークを持っている。

● 斉合環保は、必要に応じてさらに他の国々での発展機会を伺っている。

東南アジアパートナー


